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断層変位フラジリティ評価における構造物基礎への断層変位作用位置に係る不確実さは、断層変位事象

の事故シーケンス評価における起因事象の発生頻度及び緩和機能の信頼性の不確実さとして炉心損傷頻度

に影響を及ぼす。断層変位の作用位置に関連する不確実さを考慮したフラジリティ評価を用いた事故シー

ケンス評価を実施し、その不確実さが炉心損傷頻度に及ぼす影響の分析を行った。 
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1. まえがき 

原子力学会では、断層変位 PRA 実施基準策定を進めている。著者等も断層変位 PRA 手法開発の一環とし

て、各種定量的評価の蓄積を図っている。本報は 4編のシリーズ発表のうちの(4) CDF への影響に係る分析・

検討であり、シリーズ発表は資源エネルギー庁委託研究成果の一部をまとめたものである。概要では、断

層変位事象に対する事故シーケンス評価における構造物基礎への断層変位作用点に係る不確実さの影響と

その分析・検討結果について報告する。 

2. 事故シーケンス評価における断層変位作用点に係る不確実さの影響 

2.1. 現行の事故シーケンス評価 

現行の事故シーケンス評価では、断層変位が評価対象部位に対して最も厳しくなる場所に作用するとい

う前提で評価した機器・構造物のフラジリティにもとづき、起因事象発生頻度及び緩和機能の信頼性を評

価し、事故シーケンス頻度の評価を行っている。結果として、算出される炉心損傷頻度は、断層変位作用

位置に関しては保守的な評価となっており、作用位置の不確実さに係る定量的な知見は得られていない。 

2.2. 断層変位作用位置に係る不確実さの影響の分析 

断層変位によるリスクを正しく把握するために、事故シーケンス評価において、断層変位作用位置に係

る不確かさの影響を適切に取り扱う必要がある。本シリーズ発表で紹介するフラジリティ評価に関わる検

討結果にもとづき、仮想的な原子力発電プラントを想定した断層変位 PRA モデル[1]を用い、断層変位作用

位置の不確実さを考慮した事故シーケンス評価を実施した。断層変位作用位置の不確実さを考慮して見直

したフラジリティ評価を用いることにより、炉心損傷頻度のより現実的な評価ができるとともに、作用位

置に係る不確実さの影響分析が可能となる。 
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